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◀
人
気
の
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル

新給食センター完成
給食試食会を実施

青少年交流事業で
夏の思い出づくり

第６７回北見地区吹奏楽コンクールで金賞受賞！
津別中学校吹奏楽部が初の全道大会へ出場

津別町学校給食センター落成式・給食試食会

南アルプス市・船橋市・津別町青少年交流事業

▲ラフティングを楽しむ子ども達（船橋市）

▲テープカットで完成を祝う

▲給食試食会の様子

▲「かわ塾」で網走川を散策（南アルプス市）

　８月１日、津別町学校給食センターの落成式が執
り行われました。式では来賓のあいさつに続き、関
係者や町内小・中学校、高校の代表らで、テープ
カットを行ない、多くの関係者と完成を祝いました。
　新センターは津別小学校に併設された木造平屋建
てで、延床面積約 652㎡、総事業費は 10 億 7,767
万円。調理能力は１日 400 食で、学校給食衛生
管理基準に基づく「ドライ方式」を導入していま
す。さらに、食物アレルギーに対応した専用調理室
や、調理の様子を見学できるスペースも備えるな
ど、安全・安心で開かれた施設づくりが特徴です。
　落成式後には施設の内覧会が行われ、８月６日か
ら８日の３日間、給食の試食会も実施。150 名を超
える町民が参加し、新しい給食の味を楽しみながら
完成を祝いました。

※ドライ方式：調理場の床を乾燥状態で衛生面の向
　　　　　　　上を図る

　 ７ 月 24 日 か ら 26 日 に か け、 南 ア ル プ ス 市・
津 別 町 青 少 年 交 流 事 業 が 実 施 さ れ、 南 ア ル プ
ス 市 か ら 20 人 の 子 ど も た ち が 津 別 を 訪 れ ま し
た。網走川では多自然川づくりの専門家である講
師の妹尾優二氏による「かわ塾」が開かれ、網
を使った魚の捕り方や川にすむ生き物について
学びました。他にも町内農家の協力を得てトマ
ト 等 の 収 穫 を 体 験 し、 津 別 の 自 然 や 食 の 魅 力
に 触 れ な が ら 町 の 子 ど も た ち と 交 流 し ま し た。
　８月３日から６日には船橋市・津別町青少年交流
事業も行われ、28 人の子どもたちが来町しました。
網走川でのラフティングでは力を合わせて川を下
り、迫力ある体験を楽しみました。また、NPO 法
人森のこだまの上野真司氏を講師に招き、木を使っ
たキーホルダー作りにも挑戦。自然の恵みを活かし
たものづくりを通じて、子どもたちは親交を深め、
忘れられない夏の思い出をつくりました。

　８月２日に開催された第 67 回北見地区吹奏楽コンクール中学生Ａ編成の部において、美幌町立美幌
中学校 22 名、美幌町立北中学校 13 名、津別町立津別中学校９名、計 44 名による合同バンドが出場
し ま し た。 課 題 曲「Rhapsody ～ Eclipse」（ 大 島 ミ チ ル ）、 自 由 曲「 ル・ シ ャ ン・ ド ゥ・ ラ ム ー ル・ エ・
ドゥ・ラ・プリエール（愛と祈りの歌）」（松下倫士）を披露。見事金賞を受賞し、代表となりました。
　８月 30 日に札幌コンサートホール Kitara で開催される全道大会では、同部門において全道から 25 校が出場し、
中学校にとっては初の全道大会出場となります。生徒たちの挑戦に、大きな期待と応援が寄せられています。

かき氷早食いで大盛り上がり！
つべつ納涼盆おどり大会

　８月 15 日、つべつ納涼盆おどり大会が開催されま
した。
　会場にはおもちゃ屋やスマートボールなどの出店が
並び、仮装盆おどりコンテストや名物のかき氷早食い
大会も行われ、会場は熱気に包まれました。

行灯の灯りに包まれる七夕の夜
第 12 回つべつ七夕まつり

　８月２日、つべつ七夕まつりが開催され、町民が手作
した132個の行灯のやさしい光が会場を包み込みました。
　山鳴太鼓保存会の迫力ある演奏や音楽ライブ、バルー
ンアート、手持ち花火など多彩な催しも行われ、訪れた
人々は夏の夜を存分に楽しみました。
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町
道
民
税
の
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）に
つ
い
て

町
道
民
税
の
納
め
方
は
、本
人
が
納
付
書（
ま
た

は
口
座
振
替
）で
納
め
る
普
通
徴
収
と
、事
業
主
が

本
人
の
給
与
か
ら
町
道
民
税
分
を
予
め
天
引
き
し

て
お
き
、代
わ
っ
て
納
め
る
特
別
徴
収
が
あ
り
ま

す（
年
金
所
得
者
に
は
年
金
か
ら
徴
収
す
る
制
度

も
あ
り
ま
す
）。

普
通
徴
収
は
１
年
分
の
税
額
を
、４
回
に
分
け

て
納
め
ま
す
。特
別
徴
収
は
１
年
分
の
税
額
を
、

12
回
に
分
け
て
給
与
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
が
、１
回
あ
た
り
の
負
担
額
が

少
な
く
、し
か
も
納
税
者
の
手
間
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
特
別
徴
収
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、勤
務
先

へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
事
業
主
の
方
へ
の
お
願
い
》

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る
事
業
主（
給

与
支
払
者
）は
、従
業
員（
納
税
義
務
者
）の
町
道
民

税
を
特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
法
律（
地
方
税
法
及

び
町
税
条
例
）に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
を
開
始
す
る
に
は
、給
与
報
告
書
を

町
に
提
出（
毎
年
１
月
末
期
限
）す
る
時
に
、特
別

徴
収
分
と
し
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。翌
年
度
か
ら

特
別
徴
収
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、給
与
か
ら
の
天
引
き
額
は
、予
め
町
で
計

算
し
て
事
業
主
の
方
へ
通
知
し
ま
す
の
で
、
所

得
税
の
よ
う
に
、毎
回
計
算
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
11
月
ま
で
な
ら
、年
度
途
中
か
ら

で
も
特
別
徴
収
を
開
始
で
き
ま
す
。特
別
徴
収
を

行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
ぜ
ひ
特
別
徴
収

の
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

暮らしを支える

税

問い合わせ先　税務収納係　10 番窓口　☎77―8376

津別町出身　29 歳
映像と写真で地域の魅力を発信中

さん

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
大
竹
駿
二
で
す
。
津
別
町

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
か
ら
、
気
が
つ

け
ば
３
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
、
町
に
戻
っ
て
き
た
の
が
、
つ
い

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

こ
の
間
、「
津
別
ニ
ュ
ー
ス
」
や

「
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
つ
べ
つ
」
で
の

取
材
・
撮
影
・
編
集
を
担
当
し
、
道

東
テ
レ
ビ
の
立
川
さ
ん
の
指
導
の
も

と
、
取
材
技
術
や
映
像
制
作
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。
現
場
で
は
町
の
方
々

と
直
接
ふ
れ
あ
い
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
や
町
お
こ
し
に
か
け
る
熱
意
、
挑

戦
す
る
姿
、
そ
し
て
そ
の
輝
き
を

目
の
当
た
り
に
し
、
そ
れ
を
映
像

と
し
て
紹
介
す
る
機
会
を
い
た
だ

け
た
こ
と
に
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
の
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
は
10

月
６
日
で
満
了
を
迎
え
ま
す
が
、
残

さ
れ
た
期
間
も
最
後
ま
で
津
別
の
魅

力
を
発
信
し
続
け
て
参
り
ま
す
。

卒
業
後
も
津
別
町
に
残
り
、
道
内

外
で
写
真
撮
影
や
映
像
制
作
の
事

業
を
個
人
と
し
て
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
現
在
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

を
中
心
に
フ
ォ
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

や
前
撮
り
を
行
う
事
業
を
立
ち
上

げ
、
津
別
峠
の
雲
海
や
チ
ミ
ケ
ッ
プ

湖
の
湖
畔
、
森
の
中
な
ど
、
津
別
な

ら
で
は
の
自
然
の
魅
力
を
背
景
に

し
た
撮
影
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

た
だ
単
に
記
録
と
し
て
写
真
を
残

す
だ
け
で
な
く
、
人
生
の
節
目
や
人

の
大
切
な
想
い
に
寄
り
添
い
、
そ
の

一
瞬
を
思
い
出
に
残
せ
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。カメラとともに次の一歩

大竹　駿二　

温
故

知
新 　いつも「温故知新」をご愛読いただきありがとうございます。

「温故知新」では長く人生を歩まれている方の人物紹介をしております。
取材が可能な方に、お心当たりがある方はお気軽に下記連絡先までご連絡ください。

電話番号：７６ー８３７４（企画係直通）
FAX：７６ー２９７６
メールアドレス：town.tsubetsu@gmail.com

掲載候補者募集中！
津別町の小麦最前線！
現在インターネットで公開中！　町のＨPをご覧ください

問い合わせ先　住民企画課　企画係 14-1 番窓口　☎ 77 － 8374

第
101
回

　日本の食糧基地、北海道。夏、町内の畑では、大型のコンバインにより小麦が収穫されています。津別町の農作
物の約３割程度を占め、町を代表する農作物と言える「小麦」。
　この小麦はパンやそうめん、うどんなどに加工され、ふるさと納税の返礼品にもなっています。
　今回は保健福祉課の兼平管理栄養士が、そうめんを使ったアレンジレシピ「夏やさいと豚しゃぶのトマトバジル
そうめん」を考案！町内の野菜農家「なつやさい」さんの協力を得て、一体どんな料理が誕生したのでしょうか！？

　この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月 1 回）す
ることで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の促進、ふ
るさと納税の拡大を図り、町づくりの記録を残すことで、10 年
後 20 年後の町民への財産とします。完成した映像は、町の Web
サイトや道東テレビ、YouTube 等で公開いたします。また、さ
んさん館、津別病院、道の駅あいおい、北見信用金庫津別支店、
網走信用金庫津別支店に設置された「デジタルサイネージ（映像
看板）」でも視聴することができます。※タウンニュースつべつは、
ふるさと納税の寄附金により制作しています。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!! 詳しくは役場住民企画課まで》毎月末日
ごろ更新

きくち　よしむね　さん／平成９年生まれ／ 28 歳 /
津別町役場　勤務

４
月
か
ら
社
会
人
枠
採
用
で

津
別
町
役
場
に
勤
務
し
て
い

る
菊
池
義
宗
さ
ん
。
産
業
振

興
課
林
政
係
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
林
道
等
の
点
検
、
倒
木

除
去
な
ど
の
管
理
や
有
害
鳥

獣
対
策
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

網
走
市
出
身
で
、
警
察
学
校
を

経
て
北
見
署
や
北
海
道
警
察
本

部
等
に
勤
務
。
刑
事
課
で
の
捜

査
や
防
犯
カ
メ
ラ
解
析
な
ど
の

業
務
に
も
携
わ
っ
て
き
た
そ
う

で
す
。
結
婚
を
機
に
オ
ホ
ー
ツ

ク
へ
戻
り
た
い
と
考
え
、
津
別
町

の
募
集
を
知
り
志
望
し
ま
し
た
。

「
林
業
に
関
わ
る
仕
事
は
初
め

て
で
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い

で
す
が
、
先
輩
に
教
わ
り
な
が

ら
少
し
ず
つ
で
す
が
、
業
務
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
早
く
地
区
名
や

道
、
町
民
の
方
々
を
覚
え
、
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

趣
味
は
釣
り
で
、
義
理
の
兄
に

教
わ
り
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
始
め
た

そ
う
で
、
秋
に
は
鮭
釣
り
に
挑

戦
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

青 春
くろーずあっぷ

さん

林業の現場で新たな挑戦
菊池　義宗　
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来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に
対

し
て
「
学
齢
児
童
届
出
書
」
の
提

出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
の
は
、
平
成
31
年
４

月
２
日
~
令
和
２
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
。

届
出
用
紙
は
８
月
上
旬
に
各
家
庭

に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
期
日

ま
で
に
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
届
出
用
紙
が
届
い
て
い

な
い
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限

９
月
５
日
（
金
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
学
校
教
育
係

☎
77
︱
６
０
０
２

「
敬
老
の
日
」
に
伴
う
公
衆
浴

場
無
料
開
放
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

70
歳
以
上
の
町
民

実
施
日

９
月
14
日
（
日
）、
16
日
（
火
）

※
９
月
15
日
（
月
）
は
定
休
日
の

た
め
お
休
み
で
す
。

場
所公

衆
浴
場
「
ご
湯
っ
く
り
」

問
い
合
わ
せ
先

住
民
環
境
係

12
番
窓
口

☎
77
︱
８
３
７
７

９
月
は
「
固
定
資
産
税
」
第
３

期
、「
国
民
健
康
保
険
税
」「
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
」
第
４
期
の

納
付
月
で
す
。

納
付
期
限
は
９
月
30
日
（
火
）

で
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
引

落
口
座
の
残
高
の
ご
確
認
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
収
納
係

10
番
窓
口

☎
77
︱
８
３
７
６

６
ペ
ー
ジ
「
青
春
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
の
編
集
者
か
ら
一
言
」
の
人
物
名

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
誤
）「
庄
司
虎
志
朗
」
さ
ん

（
正
）「
庄
子
虎
志
朗
」
さ
ん

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
正
確
な
情
報
発
信
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
係
14
︱
１
番
窓
口

☎
77
︱
８
３
７
４

９
月
は
台
風
の
発
生
、
突
風
被

害
、
降
水
量
が
と
て
も
多
い
月
で

す
。
河
川
の
氾
濫
、
台
風
に
よ
る

土
砂
崩
れ
等
の
災
害
に
、
走
行
し

て
い
る
自
身
の
車
が
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
、
警
戒
心
を
持
っ
て
安

全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

９
月
10
日
は
、「
車
点
検
の
日

（
く
︿
９
﹀
る
ま
点
︿
10
﹀
検
の

語
呂
合
わ
せ
）」
で
す
。
兵
庫
県

自
動
車
整
備
振
興
会
が
整
備
・
点

検
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
安

全
運
転
に
つ
な
げ
る
日
と
な
る
よ

う
制
定
し
た
そ
う
で
す
。
運
転
し

て
い
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
日
々

の
整
備
・
点
検
か
ら
安
全
運
転
に

つ
い
て
意
識
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
日
ご
ろ
か
ら
車
の
点
検

を
行
っ
て
お
く
こ
と
で
、
思
わ
ぬ

車
両
事
故
や
交
通
事
故
の
発
生
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
車
に
乗
る

前
と
乗
っ
た
後
に
は
車
両
の
点
検

を
で
き
る
限
り
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

9 月 10 日は
車点検の日です

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。
内容については、各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

地域
安全 交通安全

情報

日
（
火
）

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
引

落
口
座
の
残
高
の
ご
確
認
を
お
願

交通安全交通安全

住民環境係
12番窓口　
☎77―8377

警察官がＳＮＳで連絡 それ、詐欺です！
　警察官を名乗り、現金を要求する詐
欺の手口が増加しています。ＳＮＳやビデオ通話を
利用して詐欺を行うケースもあります。
被害防止ポイント
～警察官は絶対にこんなことはしません～
　①　ＳＮＳでメッセージを送信しません！
　②　お金を振りこむよう要求はしません！
　③　逮捕状をＳＮＳやビデオ通話で見せません！
　相手が警察官を名乗っていたとしても、お金を要
求されたり、ＳＮＳでやり取りをしようとしてきた
のなら、偽の警察官です！！
　すぐに、相手とのやり取りを終了させ、ご家族や
警察に相談してください。

偽警官詐欺に
要注意！

せ
ら
知
お

せせせせせ

学
齢
児
童
届
出
書
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

公
衆
浴
場
の
無
料
開
放
の

お
知
ら
せ

９
月
の
納
税
・
保
険
料

納
入
期
限
の
お
知
ら
せ

広
報
つ
べ
つ
８
月
号
の
訂
正

に
つ
い
て

年
末
調
整
の
手
続
き
が
電
子
化

さ
れ
る
と
、
従
業
員
は
控
除
証
明

書
を
電
子
デ
ー
タ
で
受
け
取
り
、

当
該
デ
ー
タ
を
電
子
化
に
対
応
し

た
民
間
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
国
税
庁

が
提
供
す
る
年
末
調
整
控
除
申
告

書
作
成
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
通
称

「
年
調
ソ
フ
ト
」）
に
イ
ン
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
で
、
各
種
控
除
申
告
書

を
デ
ー
タ
作
成
し
メ
ー
ル
等
で
勤

務
先
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
年
末
調

整
手
続
の
電
子
化
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（https://w
w

w
.nta.

go.jp/users/gensen/
nenm

atsu/nencho.
htm

）
電
子
化
の
メ
リ
ッ
ト

︿
勤
務
先
の
メ
リ
ッ
ト
﹀

①
保
険
料
控
除
等
の
控
除
額
の
検

算
が
不
要

②
控
除
証
明
書
等
の
チ
ェ
ッ
ク
事

務
が
削
減
（
従
業
員
が
控
除
証

明
書
等
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
場

合
）

③
従
業
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

減
少

④
年
末
調
整
関
係
書
類
の
保
管
コ

ス
ト
が
削
減

︿
従
業
員
の
メ
リ
ッ
ト
﹀

①
控
除
額
等
の
記
入
・
手
計
算
が

不
要

②
控
除
証
明
書
等
デ
ー
タ
を
紛
失

し
て
も
再
交
付
依
頼
が
不
要

③
勤
務
先
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が

減
少

国
税
庁
が
提
供
す
る
﹁
年
調
ソ
フ

ト
﹂
に
つ
い
て

国
税
庁
で
は
、
控
除
証
明
書
の

電
子
デ
ー
タ
の
取
込
か
ら
控
除
申

告
書
の
デ
ー
タ
作
成
に
対
応
し
た

「
年
調
ソ
フ
ト
」
を
開
発
し
、
各

ア
プ
リ
ス
ト
ア
や
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

(

注)

現
在
お
使
い
の
給
与
計

算
ソ
フ
ト
等
へ
の
取
込
機
能
に
つ

い
て
は
、
お
使
い
の
ソ
フ
ト
開
発

業
者
様
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
に
つ
い
て

従
業
員
の
方
が
保
険
会
社
等
か

ら
取
得
す
る
控
除
証
明
書
等
デ
ー

タ
に
つ
い
て
は
、
保
険
会
社
等
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
す
る
方

法
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

通
じ
て
一
括
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連

携
）。な

お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
連
携
特
設
ペ
ー
ジ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（https://w
w

w
.nta.go.jp/

taxes/tetsuzuki/
m

yn
u

m
b

erin
fo

/
m

ynapo.htm

）

問
い
合
わ
せ
先

網
走
税
務
署

☎
０
１
５
２
︱
43
︱
２
１
８
１

商工観光係
19 番窓口
☎77－8388

消費生活
相談
Q A＆

QＡ

津別町消費生活
トラブ ル2023

津別町消費生活
トラブ ル2023

霊感商法トラ
ブルについて
の法改正編

相談事例編

未
納
料
金
の
支
払
い
を

要
求
す
る
詐
欺
に
注
意

美幌町消費
生活センター
☎・ＦＡＸ
７２―０３６６
月～金曜日

（祝祭日を除く）
午前10時～
午後4時

ス
マ
ホ
に
大
手
電
話
会
社
の
名
前
で
「
電
話
料

金
３
万
円
が
未
納
で
あ
り
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
法

的
措
置
を
取
る
」
と
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
身
に
覚

え
が
な
か
っ
た
の
で
、
す
ぐ
電
話
す
る
と
、
本
人
確
認
の
た

め
、
名
前
と
生
年
月
日
を
聞
か
れ
た
の
で
答
え
た
。
す
る
と

「
裁
判
を
回
避
す
る
た
め
に
は
今
す
ぐ
に
未
納
料
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
く
言
わ
れ
、
支
払
い
方
法
と

し
て
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
購
入
し
、
番
号
を
教
え
る
よ
う

指
示
さ
れ
た
の
で
困
っ
て
い
る
。

今
回
の
よ
う
な
架
空
請
求
を
す
る
悪
質
な
業
者

は
、
無
作
為
に
メ
ー
ル
を
送
っ
て
お
り
、
個
人
を

特
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
安
を

煽
る
こ
と
で
個
人
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
が
目
的
で
す
。
個

人
情
報
を
伝
え
て
し
ま
っ
て
も
過
度
に
心
配
し
な
い
で
「
不

審
な
電
話
に
出
な
い
」
こ
と
や
「
心
当
た
り
の
な
い
こ
と
に

は
関
わ
ら
な
い
」
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
一
度
支
払
っ

た
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
電
話
で
「
お
金

の
話
」
が
出
た
ら
詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。
ど
ん
な
理
由

が
あ
っ
て
も
支
払
う
前
に
必
ず
家
族
や
友
人
、
警
察
な
ど
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
困
っ
た
と
き
は
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）

せ
ら
知
お

せせせせせ

年
末
調
整
手
続
の
電
子
化

に
つ
い
て

まちづくりに対する疑問、ご意見をお寄せ
ください。
住民企画課企画係 14-1 番窓口　
☎ 77 － 8374　FAX 76 － 2976

まちづくりに対する疑問、ご意見をお寄せ

広報つべつ　2025年９月号広報つべつ　2025年９月号 67



保
健
師

採
用
予
定
日

令
和
7
年
度
内
（
内
定
者
と
調
整

の
う
え
決
定
）
ま
た
は
令
和
8
年

4
月
1
日

募
集
人
数

若
干
名

応
募
資
格

①
採
用
日
に
30
歳
未
満
の
方

②
保
健
師
資
格
を
有
す
る
方
ま
た

は
採
用
ま
で
に
資
格
を
取
得
す

る
見
込
み
の
方

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方

※
た
だ
し
、
日
本
国
籍
を
有
し

な
い
方
又
は
地
方
公
務
員
法
第

16
条
（
欠
格
条
項
）
に
該
当
す

る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

試
験
日

別
途
調
整
の
う
え
実
施

場
所

津
別
町
役
場

内
容

個
人
面
接

申
込
締
切

随
時
受
付

※
申
込
書
等
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
士

採
用
予
定
日
令
和
８
年
４
月
１
日

募
集
人
数

若
干
名

応
募
資
格

①
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

②
社
会
福
祉
士
資
格
を
有
す
る
方

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方

④
相
談
業
務
等
の
職
務
経
験
年
数

が
３
年
以
上
の
方
（
経
験
年
数

の
基
準
日
は
、
令
和
７
年
６
月

末
現
在
と
し
ま
す
。
ま
た
、
正

規
職
員
と
し
て
勤
務
し
た
期
間

と
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
非
正
規

雇
用
の
期
間
は
含
み
ま
せ
ん
。）

※
た
だ
し
、
日
本
国
籍
を
有
し
な

い
方
又
は
地
方
公
務
員
法
第
16
条

（
欠
格
条
項
）
に
該
当
す
る
方
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

試
験
日

９
月
28
日
（
日
）

場
所

津
別
町
役
場

内
容

個
人
面
接

申
込
締
切

９
月
19
日
（
金
）

※
申
込
書
等
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

庶
務
係

26
番
窓
口

☎
77
︱
８
３
７
１

︻
第
３
回
一
般
曹
候
補
生
１
次
︼

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間

９
月
１
日（
月
）~
11
月
21
日（
金
）

試
験
日
・
会
場

11
月
30
日
（
日
）
北
見

　
　
　

︻
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）︼

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

※
予
定
日
以
外
の
試
験
日
に
つ
き

ま
し
て
は
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
日
・
会
場
（
男
子
）

11
月
14
日
（
金
）
美
幌

試
験
日
・
会
場
（
女
子
）

12
月
６
日
（
土
）
美
幌

︻
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学

生
１
次
︼

応
募
資
格

高
卒
者（
見
込
み
含
）※
21
歳
未
満

受
付
期
間

７
月
１
日（
火
）~
10
月
3
日（
金
）

試
験
日
・
会
場

10
月
18
日
（
土
）
帯
広

︻
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
１
次
︼

応
募
資
格

高
卒
者（
見
込
み
含
）※
21
歳
未
満

受
付
期
間

７
月
１
日（
火
）~
10
月
8
日（
水
）

試
験
日
・
会
場

10
月
25
日
（
土
）
帯
広

︻
防
衛
大
学
校
学
生
１
次
︼

応
募
資
格

高
卒
者（
見
込
み
含
）※
21
歳
未
満

受
付
期
間

７
月
１
日（
火
）~
10
月
16
日（
木
）

試
験
日
・
会
場

11
月
１
日
（
土
）
北
見

問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部

北
見
地
域
事
務
所

☎
０
１
５
７
︱
23
︱
６
８
２
６

募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
受
付
時
間
正
午
~
午
後
８
時
）

☎
０
１
２
０
︱
０
６
３
︱
７
９
２

陸
・
海
・
空
自
衛
隊

募
集
の
お
知
ら
せ

津
別
町
正
規
職
員
募
集

問い合わせ先　美幌・津別広域事務組合　津別消防署グループ　☎７６－２１８９　美幌・津別広域事務組合　津別消防署グループ　☎７６－２１８９

令和７年度

「町民防火パークゴルフ大会」参加者募集
●開催日時：１０月１１日（土）　小雨決行
●受付時間：午前８時～８時３０分
●開 会 式：午前８時３０分
●会 場：ふれあい公園パークゴルフ場（豊永）
●対 象 者：津別町民の方（幼児・児童は除く）
●申 込 日：９月１日（月）～１０月２日（木）まで
●申込方法：次の場所に申し込み用紙を置いてい
　　　　　　ます。必要事項を記入の上、投入箱
　　　　　　に投函してください。
　　　　　①ふれあい公園パークゴルフ場管理棟
　　　　　②津別消防署

●参加費用：無料ですが、パークゴルフ場使用料
　　　　　

●競技内容：ふれあい公園パークゴルフ場管理棟、

　　　　　　
●そ の 他：①雨天の場合は１０月１２日（日）
　　　　　　　に延期します。受付時間等の変更
　　　　　　　はありません。
　　　　　　②延期の連絡はパークゴルフ場に
　　　　　　　掲示します。　　　　

※大会全般での事故等については主催者側は責任は負
　えません。自己責任となりますのでご了承ください。

を各自で負担してください。
※シーズン券を持っていない人は、
３００円のお支払いをお願いします。

津別消防署に競技内容等の詳細につ　
いて掲示しますので、そちらをご覧
ください。

公営住宅
入居者募集

９月５日（金）～９月１２日（金）
(土日を除く)

建設課住宅係　2階20番窓口

①現に同居し、又は同居しようとする親族等がある方(単身者向け
　住宅除く)

②入居者及び同居者の合算所得が、認定収入額の基準内であり、住宅に困窮している方
　(下記の世帯人数別の年間所得額一覧表を参照)

③入居者及び同居者、又は同居しようとする親族等が、暴力団員による不当な行為の防止
　等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員ではないこと

募集期間

受付場所

今回公募する公営住宅（入居時期９月下旬）

入居資格

津別町HP 住宅情報

町営住宅

特定公共賃貸住宅

団地名 住　　所 建設年度/規模 家　　賃 駐車場 共益費 入居区分

豊永団地 豊永 58 番地 3 H6/3LDK 20,500円～30,500円 1台
300円 500円 世帯用

たつみ団地 達美212番地10 S59/3LDK 18,100円～27,000円 住宅横
駐車可 700円 世帯用

たつみ団地 達美212番地10 S60/3LDK 18,400円～27,400円 住宅横
駐車可 700円 世帯用

団地名 住　　所 建設年度/規模 家　　賃 駐車場 共益費 入居区分

たつみ第３団地 達美213番地5 H14/1LDK 25,000円 1台
300円 600円 単身用

提出書類

入居にあたっての留意事項
住宅区分 区　　分 世帯区分

1人 2人 3人 4人 5人
町営住宅

(所得上限)
通常の入居者 1,896 2,276 2,656 3,036 3,416
入居の特例 2,568 2,948 3,328 3,708 4,088

特定公共
賃貸住宅

所得下限(50歳未満) 1,896
所得下限(45歳以下) 1,856 2,236 2,616 2,996
所得下限(46歳以上) 2,276 2,656 3,036 3,416

所得上限 3,108 6,224 6,604 6,984 7,364

入居申込される方が津別町民の場合
①入居申込書（ＨＰからダウンロード可）
②マイナンバー提供書（ＨＰからダウンロード可）

※上記所得金額を超える場合でも控除額等により入居可能な場合があります。
※入居の特例は障がいのある方などが入居される場合に適用されます。

単位：千円( 参考 ) 世帯人数別の年間所得額一覧表

入居申込される方が津別町民ではない場合
①入居申込書（ＨＰからダウンロード可）
②入居予定者全員の住民票
③滞納のないことの証明書
④入居予定者の所得が確認できるもの

①犬・猫等ペットの飼育はできません。
　( 一時預かりの場合も禁止です )
②入居が決定したときは、3ヶ月分の家賃に相当
　する金額を敷金として納付が必要になります。
③独立の生計を営み、入居申込者と同程度以上
　の収入を有する連帯保証人１名が必要です。
④入居後の各種手続きについては、ご自身で対
　応願います。

入居申込・問い合わせ先　建設課 住宅係　20番窓口　☎７７―８３９０

▲町 HP

▲町 HP

広報つべつ　2025年９月号広報つべつ　2025年９月号 89



津別消防署からのお知らせ

救急医療週間 が始まります
9月７日（日）から9月13日（土）まで

119 番通報の手順

　人が倒れていた時の対処法・・・あなたは
わかりますか？

・大声で助けを求める。
・１１９番で救急車を呼ぶ。
・心肺蘇生法を行う。
・ＡＥＤを持ってくる。
・救急隊を誘導する。
などがあります。
　あなたの勇気ある行動が命を救う手助けと
なります。
　津別消防署では、町民のみなさまや事業所
を対象とした救急講習を行っています。気軽
にお問い合わせください。

　火事、救急が発生した時には、迷わず、慌
てず１１９番に通報してください。消防本部
通信指令室につながります。
　通信員の質問には「落ち着いて」「ゆっく
りと」「はっきりと」答えてください。

９月９日は救急の日

消防署への通報の方法
　消防車や救急車はす
ぐに出動します。その
後通信員が状況等詳し
くお聞きします。

119 番通報

１. 火事か救急の種別
２. 美幌町か津別町か
３. 発生場所と目標物
４. 現在の状況

９月に入ってもまだまだ熱中症には注意が必要です！「水分」や「休憩」をこまめにとりましょう！

問い合わせ先　美幌・津別広域事務組合　津別消防署グループ　☎７６－２１８９

応急手当の目的
①救命

②悪化防止

③苦痛の軽減

　応急手当の一番の目的は、生
命を救う「救命」にあります。
　応急手当を行う際は、この救
命を目的とした「救命処置」を
を最優先します。

　応急手当は、けがや病気を治
すために行うのではなく、現在
以上に悪化させないことが目的
となります。

　傷病者は、心身ともにダメー
ジを受けています。「すぐに救
急車が来ます」など、励ましの
言葉をかけるようにします。

①救命

②悪化防止
　応急手当は、けがや病気を治
すために行うのではなく、現在
以上に悪化させないことが目的
となります。

あたなが被害者にならない一番の方法は
ヒグマに遭わないことです

秋はヒグマに注意

４
月

０

５

10

15

５
月
６
月
７
月
８
月
９
月

10
月

11
月

12
月
１
月
２
月
３
月

被
害
者
数

負傷者数
死亡者数

発生月別のヒグマによる人身被害者数 被害発生時の被害者の活動
平成元年度～令和7年7月末の合計　

狩猟者が被害者の事例を除く
平成元年度～令和7年7月末の合計

狩猟者が被害者の事例を除く

人身被害は春と秋に多く発生 被害の1/2は山菜・
キノコ狩りで発生

山林作業
13％

農作業
9％

釣り
4％

秋のヒグマ注意特別期間
9 月１日（月）～10月31日（金）

令和７年 

●食べ物やゴミは必ず持ち帰る
●一人では野山に入らない
●野山では音を出しながら歩く

●事前にヒグマの出没情報を確認する
●薄暗いときには行動しない
●フンや足跡を見たら引き返す

あなたが被害者にならない一番の方法は
ヒグマに遭わないことです

※人里周辺でクマを目撃した時は、役場または警察にご連絡ください。
　問い合わせ先　林政係　18 番窓口　☎ 77 － 8386、　津別交番　☎ 76 － 2610 　　

出没情報
はこちら
◀

山菜・
キノコ狩り

49％

その他
25％

（ （） ）※道統計
　資料

※道統計
　資料

広報つべつ　2025年９月号広報つべつ　2025年９月号 1011



年金 ミニ 知識氏名の振り仮名を届出された
年金受給者の方へ

ごみ広報 津別町・津別町環境衛生推進協議会
問い合わせ先　住民企画課　住民環境係　12番窓口　☎77－8377

９月のリサイクル回収を実施します
　もう一度着られる、使えるものを目安としてリサ
イクル回収を行います。

汚れや臭いのひどいもの、破れているもの、濡れ
ているもの、布団、カーテン、和服一式、下着、靴
下などは回収できません。
※洋服を入れていた袋、油を入れていた容器は、

持ち帰っていただきます。

日　程　９月２０日（土）
時　間　午前９時～１１時まで
場　所　スポーツ交流館（旧島崎家具店）
回収物　●衣類　●バッグ　●靴　●子供服

●タオルケット　●毛布　●食用廃油

　国では戸籍法等の改正を行い、戸籍へ氏名の振り
仮名を記載する取り組みを進めています。その工程
のひとつに皆さんの氏名の振り仮名を確認する作業
が設けられており、確認事項をハガキでお知らせし
ています。
　津別町に本籍を有する方は、本年７月末より発送
を行ったところです。

ハガキに記載されている振り仮名を変更する届出
をされた年金受給者の中には、年金受給口座と住民
票上の振り仮名に差異が生じることにより、年金の
振込ができなくなる場合があります。
　日本年金機構からも氏名の振り仮名の届出をした
方に対し、金融機関へ口座情報の確認を促す文書が
送付されますので、内容を確認の上、年金振込口座
の金融機関へお問い合わせください。

よくある事例
Ｑ１　口座名義の変更を行わず、年金が振り込まれ
なかった場合
⇒日本年金機構から「年金の振り込みについて（照
会）」（はがき）が届いた後、金融機関で口座名義の
変更手続きをしていただき、はがきに必要事項を記
入の上、返送してください。

Ｑ２　共済組合等から年金が支給されている場合
⇒共済組合等における氏名の振り仮名情報は自動で
変更されませんので、氏名の振り仮名の届出を行っ
た方自身で共済組合等への確認が必要になります。

問い合わせ先
　北見年金事務所　☎  0157-25-8703
　役場戸籍年金係　８番窓口　☎  77-8378

第３０回つべつふるさとまつり

９月９日（火）

９月 10 日（水）
午後４時～午後８時

2025年

午前１０時～午後８時

　今年も、町民手づくりの露店がたくさん並びます。子どもたちが楽し
める縁日も出店します。
　家族そろって、２日間の手づくりおまつりを楽しんでください。

※ふるさとまつりのため９月９日午前８時から１１日の正午
まで、上図の区間が交通規制されます。一般車両はこの期間
中通行できませんのでご協力をよろしくお願いします。

問い合わせ先　つべつふるさとまつり実行委員会事務局　☎ 77 － 8377（内線 342）

五
差
路
か
ら
神
社
前
の

通
り
に
て
開
催
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〈公〉中央公民館〈農〉農業者トレーニングセンター 
〈町〉町民会館  〈さ〉さんさん館〈健〉健診ホール
〈温〉温水プール〈ふ〉ふれあい公園PG場

　7日（日）    ［休日当番病院］  津別病院　  ☎76－2121 
第28回つべつ日本フィルセミナーコンサート
午後４時　〈公〉

　9日（火）　第30回ふるさとまつり１日目　午後４時～午後８時
  10日（水）　第30回ふるさとまつり２日目　午前10時～午後８時
  14日（日）    ［休日当番病院］  美幌町立国保病院　 ☎73－4111 

公衆浴場無料開放
  15日（月）    ［休日当番病院］  みやざわクリニック　 ☎75－0800
  16日（火）　公衆浴場無料開放
  20日（土）    つべつウッドロスマルシェ　午前9時～正午

〈津別町木質バイオマスセンター〉 　　
リサイクル回収　午前9時～11時〈スポーツ交流館〉

  21日（日）　［休日当番病院］ 女満別中央病院　 ☎74－2181
  23日（火）　［休日当番病院］ 美幌療育病院　 ☎73－3145
  28日（日）    ［休日当番病院］ 美幌　田中医院　 ☎73－2913

たてよこプラス

建
設
課
長
と
水
道
係
長
が
固
い

表
情
で
町
長
室
に
入
っ
て
来
た
。

書
き
も
の
を
し
て
い
た
手
を
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め
、

何
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か
と
尋
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と
、『
財
界
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っ

ぽ
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』
９
月
号
に
載
っ
た
「
あ
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た
の
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大
丈
夫
？
北
海
道
内

市
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「
上
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下
水
道
」
老
朽
化

率
ワ
ー
ス
ト
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ン
キ
ン
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」
と
い

う
記
事
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ワ
ー
ス
ト
１
位
は
何
と
津
別
町
で
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０
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記
事
の
基
に
な
っ
た
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料
は
、

総
務
省
が
毎
年

公
表
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て
い
る
地

方
公
営
企
業
決
算

の
経
営
指
標
算
出

デ
ー
タ
令
和
５
年

度
分
に
よ
る
。
津

別
町
の
導
水
管
・

送
水
管
・
配
水
管
の
合
計
延
長

は
約
１
２
５
㎞
で
、
こ
の
う
ち
耐
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数
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え
た
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が
約

１
０
５
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り
返
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と
確
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に
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担
当
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も
あ
ま
り
の
高
い
率
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不

思
議
に
思
い
調
べ
た
と
こ
ろ
、
耐
用

年
数
を
超
え
た
「
配
水
管
の
数
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に
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が
あ
っ
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公
表
値
は
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㎞
だ
が
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正
し
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は
28
・
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。
原
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は
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成
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に
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水
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易
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業
特

別
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し
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簡
易
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と
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法
定
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こ
の
正
し
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割
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な
る
。
大
変
お
騒
が
せ
を
し
て
し

ま
っ
た
。
当
方
の
ミ
ス
に
お
詫
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

津
別
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れ
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に
、
人
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の
大
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に
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た
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導
水
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、
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成
30
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よ
り
３
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間
で
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６
億
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千
万
円
を
投
じ
て
更
新
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を
行
っ
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ま
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令
和
２
年

に
は
「
老
朽
管
更
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、
以
降
配
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整
備
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順
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い
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さ
ら
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一
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更
新
整
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今
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も
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た
く
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い
し
い
水
を
絶
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と
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以
前
、
上
京
し
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駅
近
く
の
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京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

内
に
あ
る
「
相
田
み
つ
を
美
術
館
」

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
に

は
多
く
の
名
言
が
展
示
さ
れ
て
い

た
。
い
ま
そ
の
中
の
一
つ
、「
土
の

中
の
水
道
管
高
い
ビ
ル
の
下
の
下

水
大
事
な
も
の
は
表
に
出
な
い
」

を
思
い
出
し
て
い
る
。

町長　佐藤多一

【225】
上
水
道
老
朽
化
率
全
道
１
位
？

 9月の予定

人口 3,914人（－5）  世帯 2,129戸（＋1）
男性 1,939人（＋1）  女性 1,975人（－6）
高齢化率 45.86％　1,795人

令和7年7月末現在
（　 ）は前月比人の動き

①QRコード
から登録

②t-tsubetsu@sg-p.
jp（メールアドレス）を入力
し、空メールを送り登録

メールの登録方法 ＬＩＮＥの登録方法
QRコード　
から登録

メール配信システム「ささえねっと＠つべつ」へ
の登録をお願いします！

町の防災情報など大切な情報をお届けしています。 ※詳細は、町
ホームページを
ご覧ください。
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